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はじめに 
 

 
国土交通省では、平成 25 年度より 10,000m3 以上の土工を含む直轄工事で「TS を用いた出

来形管理（土工編）」を使用原則化すると共に、①「TS を用いた出来形管理（土工編）（10,000m3
未満の土工」、②「MC（モータグレーダ）技術」、③「MC・MG（ブルドーザ）技術」、④「MG（バック

ホウ）技術」、⑤「TS・GNSS による締固め管理技術」の５つの情報化施工技術を今後５ヶ年の一般

化推進技術と位置づけて更なる普及促進に取り組んでいます。 
情報化施工技術の普及・推進に向けては、利用者が高度・高機能な技術を使いこなし、トラブル

への迅速な対応や機能の応用など、技術の持つ能力を最大限に活かすノウハウを修得することが

不可欠です。 
また、「TS・GNSS による締固め管理技術」については、本技術を用いて受発注者が品質につ

いて共有することが必要となります。 
本現場対応集は平成 25 年度時点の調査結果を元に、情報化施工技術の特徴を活かすノウハ

ウの一部として、現場でのトラブル対応や工夫をとりまとめたものです。 
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１. 現場対応集の構成と使い方 

「TS・GNSS による締固め管理技術」は、各層のデータを搭載した転圧建機（ローラ類，ブルドー

ザ）により、転圧回数の把握を可能とします。このため、オペレータの感覚だけに頼りきらないない高

品質な施工を実現する技術です。 
本技術は、現場作業の効率化、省人化の実現に多大な効果を発揮するものですが、導入の準備、

運用体制の確立等、技術の効果を最大に発揮するためのノウハウが必要な部分も多い。 
さらに、本技術は施工管理に該当する技術であり、履行の確認や品質確保の観点から、受発注者

が互いに導入技術で得られる結果を共有する必要があります。 

本書は、「TS・GNSS による締固め管理技術」適用時の主要５パートについて、現場調査に基づ

き運用上の留意点や対応例を整理したものである。 

 

本書の構成 

1．システム適用条件の事前調査

2．システム精度の確認

3．試験施工

4．盛土施工

5．検査

計測機器（TS・GNSS）の選択

【TS】
・公称測定精度：±（5mm+5ppm×D）
・最小目盛値：20″以下
・視準を遮断する既設構造物等がない現場で
ある

(2)測位技術の選定 (3)盛土締固め管理システムの選定・調達

必要機能を有するシステムの選定

【GNSS】
・セット間較差：

水平（x y） ±20mm
垂直（z） ±30mm

・衛星の補足が困難となる狭小部や山間部
でない現場である

・施工範囲をメッシュに分割し、締固め
回数をリアルタイムで色分け表示

【TSの場合】
・計測座標と既知座標とが合致することを確認

(1)システム計測精度の確保

基準局の設置
【GNSSの場合】
・計測座標と既知座標とが合致することを確認
・任意点の計測座標が合致することを確認（1箇所を2回計測）

(2)試験施工による施工仕様（締固め回数、まき出し厚）の決定(1)土質試験による使用材料の評価

使用材料の適性評価

・締固め回数による管理が可能な材料である
・土質が日々大きく変化しない
・監督職員による土質試験結果の確認

・所定の締固め度を得る締固め回数、まき出し厚の決定
・監督職員による試験施工報告書の確認

試験施工ヤードの締固め、現場密度試験（砂置換法、RI計法）によ
る締固め回数の決定

施工仕様に沿った適切な締固めの実施

(1)締固め

・管理ブロックの全てを規定回数だけ締固めたことを確認
・過転圧の箇所等は必要に応じて現場密度試験（砂置換法、RI
計法）を実施し、締固め度を確認
・監督職員による締固め状況の把握 ・締固め回数をリアルタイム

で確認

・要領に沿った適切な検査の実施
(1)検査

要領に沿った適切な検査の実施

・管理用パソコ
ンにより管理帳
票を自動作成、
プリンタ出力

(1)計測障害の事前調査

システム適用条件の確認

【TSの場合】
・無線通信障害がないこ
とを確認
・基準局から移動局まで
の視準の確保

【GNSSの場合】
・無線通信障害がないこ
とを確認
・FIX解データを得る衛星
捕捉状態の確保

・施工日、使用材料、層ごとに作成
・施工者・監督職員間の協議にて決
定する時期・頻度で提出

(2)品質管理資料の作成・提出

締固め回数分布図、走行軌跡図の作成・提出
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２. システム適用条件の事前調査 

２.１  システムの選定 

２.１.１ 「TS・GNSS による締固め管理技術」の種類 

記号 事前調査 － ① 

質問者分類 利用者 質問種別 留意点 

質問：Ｑ 「TS・GNSS による締固め管理技術」のシステムを選定する際のポイントはどこ？ 

回答：Ａ  「TS・GNSS による締固め管理技術」は、盛土の締固め作業時の転圧回数の管理に用いられま

す。平面的な走行軌跡を得るために以下に示す高精度な計測装置が用いられています。 
※ どちらのシステムでも、機器の設置や重機側のシステムに差はありません。 

 
【自動追尾式 TS】 
□ 自動追尾式TSは、TS1台につき、1台の「TS・GNSSによる締固め管理技術」の追尾・計測

が可能です。 
□ TS から追尾可能な計測範囲は、自動追尾 TS から移動局となる転圧建機（ローラ類，ブルド

ーザ）のプリズムを遮らない範囲で、自動追尾式 TS から数百メートル程度の範囲で計測が

可能です。 
 
【RTK-GNSS 】 
□ RTK-GNSS の場合は、RTK-GNSS の基準局１台につき、複数台の「TS・GNSS による締

固め管理技術」の計測が可能です。 
□ RTK-GNSS の基準局は、締固め管理以外に締固め管理、自主的な出来形・高管理にも活

用が可能です（ただし、それぞれの移動局側システムは別途必要です）。 
 

【補足説明】 
※ RTK-GNSS の高さの計測値は±30mm 程度の幅で不連続に変動しています。施工履歴から締固め厚さも得

ることができるシステムもありますが、得られる結果には計測誤差の他、ローラの傾きなどの影響も含まれることを

考慮する必要があります。 
※ 締固め回数管理の導入が単に品質の均一化に繋がっている訳ではありません。締固め度は、試験施工と同等

の条件の土質、撒きだし厚が前提条件です。材料管理と撒きだし厚の管理にも十分な管理が必要なことは従来

と変わりません。 
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２.１.２ 計測機器の選定 

記号 事前調査 － ② 

質問者分類 利用者 質問種別 留意点 

質問：Ｑ 自動追尾式 TS や RTK-GNSS が適用できない現場条件はありますか？ 

回答：Ａ ①自動追尾式 TS の適用が難しい現場条件について 
 自動追尾式 TS では、TS 本体から発信するレーザが「TS・GNSS による締固め管理技術」に設置

したプリズムによって反射する光を検知して追尾しています。したがって、レーザが遮断される状況

が発生すると自動追尾による計測ができなくなります。 
 また、自動追尾式 TS は精密機器で、自己位置からの向きや角度から対象物の位置を算出してい

ます。したがって、TS 本体が揺れたり傾いたりする場所では正確な計測ができません。 
 
【レーザが遮断される条件】 
□ 激しい降雨や降雪、濃霧（TS から発信するレーザ光が拡散してしまう）。 
□ ダンプ等が通行し、レーザを遮断する。 

【TS の正確な計測ができない条件】 
□ 軟弱地盤上等で、重機の通行や作業の影響により TS 設置箇所が揺れる場所、あるいは変

形する場所。 
□ 橋梁の梁上などの揺れがある場所。 
□ 凍上などで利用する基準点に変位が起こる場所。 

 
②RTK-GNSS の適用が難しい現場条件について 
 RTK-GNSS は、測位衛星からの電波と地上の基準局からの電波を受信することで高精度な測位

を行います。したがって、測位衛星からの電波および地上の基準局からの電波が受信できない場

合には高精度な測位ができなくなります。また、RTK-GNSS では、移動局および基準局で同時に

５つ以上の測位衛星を必要とします。 
 
【測位衛星からの電波が遮断される条件】 
□ 移動局および基準局の上空が開けていない、山間地の谷間、高層ビル街（測位衛星が安定

して５個以上補足できない。連続した計測ができない）。 
□ 衛星が５個以上補足できているが、測位衛星の配置が悪い（例えば、北側に山やビルなどが

あり、全ての衛星が南側に偏っている）。 
□ 周辺に電波を反射する高い壁等がある（衛星の電波が反射され、計測が不安定）。 

 
【基準局からの電波が遮断される条件】 
□ 違法無線などの高出力な無線が発信されている。 
□ 類似のシステムなどで、同周波数帯の無線が多数利用されている。 
□ 高圧電線や変電所周辺。 
□ 障害物などで無線通信が遮断されている。 
□ 空港や航空基地周辺。 

 
【留意点】 
※ 無線の状況を分析する方法もありますが、上記のような無線は時間帯などによって大きく変化します。また、無線

は目に見えないため、実際に工事を想定している時間帯に利用する無線機を活用して通信状況の確認を行うこ

とをお奨めします。 
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２.１.３ 通信機器の選定 

記号 事前調査 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 留意点 

質問：Ｑ 「TS・GNSS による締固め管理技術」システムが上手く稼働しない条件はありますか？ 

回答：Ａ  「TS・GNSS による締固め管理技術」では、RTK-GNSS から転圧建機（ローラ類，ブルドーザ）の

間、自動追尾 TS から転圧建機（ローラ類，ブルドーザ）の間で測位位置に関する情報を無線通信

しています。無線通信が混信や通信障害をおこす場合は、測位ができないためシステムが適切に

稼働できません。 
 「TS・GNSS による締固め管理技術」と転圧建機（ローラ類，ブルドーザ）の通信は、免許や申請の

不要な、特定省電力無線が多く利用されています。本無線は、通信障害の無い場所では 1km 程

度の通信が可能ですが、無線の出力が小さいため、周辺環境の影響を受けやすく周辺環境の調

査が重要です。 
 
【無線通信の障害が発生しやすい、あるいは無線通信の発生要因】 
□ 違法無線などの高出力な無線が発信されている。 
□ 類似のシステムなどで、同周波数帯の無線が多数利用されている。 
□ 高圧電線や変電所周辺。 
□ 障害物などで無線通信が遮断されている。 
□ 空港や航空基地周辺。 

 
【通信障害の確認方法】 
□ 無線の状況を分析する方法もありますが、上記のような無線は時間帯などによって大きく変

化します。また、無線は目に見えないため、実際に工事を想定している時間帯に利用する無

線機を活用して通信状況の確認を行うことをお奨めします。 
 

<対応例> 
※ 無線通信障害が多い場所では、免許や申請が必要な高出力な無線を利用する。 
※ 無線通信は、距離は離れると急激に出力が減衰します。RTK-GNSS 基準局と転圧建機（ロ

ーラ類，ブルドーザ）、TS と転圧建機の距離を短くすることで対応できる場合もあります。 
 

【留意点】 
※ 利用する無線の通信可能距離について、システムの調達段階でメーカなどに良く確認しておきましょう。 
※ また、可能な場合は、無線通信の状況を事前に確認しておくことをお奨めします。 
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２.２ システムの調達 

２.２.１ 必要なシステム 

記号 調達 － ① 

質問者分類 利用者 質問種別 基礎知識 
質問：Ｑ 「TS・GNSS による締固め管理技術」システムに必要な機器構成を教えてください。 

回答：Ａ  自動追尾式 TS を利用する場合と RTK-GNSS を使う場合で、基準局側の構成はやや異なります

が、移動局側の構成は GNSS アンテナとプリズムの違い以外に大きな違いはありません。 
 
【締固め管理システムの機器構成例】 

 

 

【システムの供給メーカについて】 
※ 盛土の締固め回数管理技術は NEXCO でも活用実績があり、システムも多数存在しています。 
※ 重機のレンタルメーカ等でも扱っていることが多いです。 

 

  

移動局（施工機械）

TSの場合 GNSSの場合

④追尾用全周
プリズム

⑤無線受信機
④GNSSア

ンテナ
⑤無線受信機

⑥車載PC

⑦バルブ、センサ類
※ MC/MG技術ごとに取付けるバルブ、

センサ類は異なる。

TS/GNSS共通

①自動追尾TS

②座標保管用パソコン

基準局（TS・GNSS）

TSの場合

③データ通信用無線
送信アンテナ

GNSSの場合

①GNSSアンテナ

②GNSS受信機

③データ通信用無
線送信アンテナ

※ 最近の TS では、①、②、③を内蔵した一体型もあります。 
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２.２.２ システムの調達 

記号 調達 － ② 

質問者分類 利用者 質問種別 基礎知識 

質問：Ｑ システムと重機を別々に調達しても問題ありませんか？ 

回答：Ａ ・ 締固め管理システムは、転圧建機（ローラ類，ブルドーザ）に後付けすることが可能なシステムです

ので、重機とシステムを別々に調達することも可能です。ただし、以下の留意点があります。 
 プリズムやアンテナを装着するマストなどを装着する必要があり、重機にこれらの装置を取り

付けるための治具（台座）を溶接する必要があります。 
 

 

【留意点】 
※ 締固め回数管理システムはほとんどのローラ類に装着することが可能です。ただし、システムは電子機

器ですので、雨天時の施工が想定される場合は防水対策などを講じておく必要があります。 
 

※ キャビンが装着されていないローラに装着する場合は、夜間など気温の変化が激しい場所では結露など

でシステムが破損する場合もあります。システムの保管方法についても注意しましょう。 
 

 

２.２.３ システムの組合せ 

記号 調達 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 基礎知識 

質問：Ｑ 他社システムとの組み合わせは可能ですか？ 

回答：Ａ ・ 自動追尾式 TS の応答性、オプションとして応答加速度計による地盤強度評価や締固め厚さ評価

の機能を持たせるなど開発各社の技術開発競争が進められており、現状では、他社システムとの

組み合わせは補償されていません。 
・ センサを設置するための治具やマストなどは転用が可能です。 
 

【留意点】 
※ 同一メーカのシステムでも、バージョンなどによって車載システムと事務所システム間に互換性が無い場合もあり

ますので、システム提供メーカに確認することをお奨めします。 
 

 

２.２.４ システムの利用期間 

記号 調達 － ④ 

質問者分類 利用者 質問種別 留意点 

質問：Ｑ システムの導入までの準備期間はどの程度ですか 

回答：Ａ  システムに必要な測量機器などを装着する治具が設置されていない場合は、工場での溶接作業

等が必要です。 
 上記の準備が済み、締固め管理システムの手配が完了すれば、締固め管理システムに対応した

転圧建機（ローラ類，ブルドーザ）にシステムを装着に要する時間は、0.5～1 日程度で設置可能

です（トラブルや不具合の発生が無い場合）。 
・ データの搭載や試運転調整、操作の慣れを考慮すると、準備期間として 2～3 日程度の余裕を見

込んでおくことをお奨めします。 
 

【留意点】 
※ システムの試運転などを行うために、事前に試運転用のデータを準備しておくことをお奨めします。 

 



 

３. シス

３.１ 

３.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

※ T
証

※ R
た

 

 

ステム精度の

システムの

１.１ 計測

号 精度

者分類 利用

Ｑ 利用

Ａ  「T
用

【施工

① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 

点】 
TSを用いる場合

証明書などの点

RTK-GNSS の

ため、カタログと

の確保 

の精度 

測システムの

度確保 － 

用者 

用する測位システ

TS・GNSS に

用することが定め

工精度からの測

TS を用いる

TS：公称測定

RTK-GNSS
GNSS：セッ

合は、利用する

点検記録が必要

の場合は電波解

と現場での座標

の性能 

① 

質問種

テムで、どの程

よる締固め管理

められています

測位技術の選定

る場合の精度に

定精度 ±(5m

S を用いる場合

ト間較差 水平

るTSが正常に機

要です。 
解析から座標を算

標確認作業を行

7 

種別 基礎知識

程度の施工精度

理技術」では施

す。 
定ポイント】 

について 
mm＋10ppm×

合の精度につい

平(xy)±20mm

機能・稼働する

算出するため機

行います。 

識 

度が確保できます

施工管理要領に

D)    最小

て 
    垂直(ｚ)±

るかを確認する必

機械的な精度劣

すか？ 

より、以下の精

目盛値 20″以

±30mm 

必要があります

劣化は考慮する

精度以上の測量

以下 

す。このため、機

る必要がありませ

量機器を利

器の校正

せん。この



 

３.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

※ 利

※ 上

工

 

 

 

１.２ ソフ

号 精度

者分類 利用

Ｑ 利用

Ａ  「T
 

 
 
 

点】 
利用可能なシス

上記の機能が実

工段階で確認し

フトウェア機

度確保 － 

用者 

用するソフトウェ

TS・GNSS によ

ステムに関する認

実装されている

し、チェックシー

機能の確認 

① 

質問種

アに制限はあり

よる締固め管理

認証や登録の仕

るかをメーカに問

ートに結果を整理

8 

種別 基礎知識

りますか？ 

理技術」では施工

仕組みはありま

問い合わせるこ

理して提出する

識 

工管理要領によ

ません。 
ことをお奨めしま

る必要があります

より、以下の機能

ます。また、各機

す。 

能が必要です。

機能については

。 

は、試験施
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３.１.３ システムの設定 

記号 事前調査 － ③ 

質問者分類 利用者 質問種別 留意点 

質問：Ｑ 利用する締め固め機械で設定方法を変更する必要がありますか？ 

回答：Ａ  
・ 本要領による締固め回数管理では、転圧機械によって締め固めの判定を次のように定義していま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【留意点】 
 

 

 

• 適⽤機種

履帯全⻑

ブルドーザ タイヤローラ

前輪 後輪 振動輪

振動ローラ

管理ブロック

起振しなければシステム
が作動しない仕様になっ
ている

ブルドーザ、タイヤローラ、振動ローラ及びそれらに準ずる機械（ロードローラ、タンピングローラ等）



 

３.２ 

３.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

３.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

試験施工 

２.１ 適用

号 事前

者分類 利用

Ｑ 「TS

Ａ ・ 本

① 

② 
 

点】 

２.２ 試験

号 事前

者分類 利用

Ｑ 試験

覧は

Ａ ・ 本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点】 

用可能な材料

前調査 － 

用者 

S・GNSS による

本要領による締

土品質を締

（例：自然含

盛土材料の

験施工での確

前調査 － 

用者 

験施工で締め固

はありますか？ 
本要領による締

料の確認 

③ 

質問種

る締固め管理技

固め回数管理

固め回数によっ

水比が高い粘性

土質が日々大き

確認項目（TS

③ 

質問種

固め回数の目標

固め回数管理で

10 

種別 留意点

技術」システムが

が適当でない場

って管理するこ

性土、鋭敏比が

きく変化し、各種

S） 

種別 留意点

標を決定しますが

では下記の項

が不向きな盛土

場合の土質条件

とが困難な土質

が大きく過転圧

種試験で確認し

が、それ以外に

目を確認し報告

はありますか？

件としては次の

質 
になりやすい粘

した土質から逸

に試験施工の結

告することとなっ

？ 

条件が該当しま

粘性土） 
逸脱する場合 

結果で報告する

っています。 

ます。 

項目の一



 

３.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

２.３ 試験

号 事前

者分類 利用

Ｑ 試験

覧は

Ａ ・ 本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点】 

験施工での確

前調査 － 

用者 

験施工で締め固

はありますか？ 
本要領による締

確認項目（GN

③ 

質問種

固め回数の目標

固め回数管理で

11 

NSS） 

種別 留意点

標を決定しますが

では下記の項

が、それ以外に

目を確認し報告

に試験施工の結

告することとなっ

結果で報告する

っています。 

項目の一



 

３.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

 

２.４ 試験

号 事前

者分類 利用

Ｑ 試験

Ａ  
・ 本

・ 砂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点】 

験施工での回

前調査 － 

用者 

験施工で締め固

本要領による締

固め度（%）と

砂置換法および

面沈下量（cm

 

回数決定方法

③ 

質問種

固め回数の目標

固め回数管理

との相関関係か

び RI 計法による

m）との相関関係

12 

 

種別 留意点

標を決定しますが

理では、使用予定

から本施工時の締

る密度試験が実

係から本施工時

が、根拠としてど

定材料毎に試験

締固め回数を決

実施不可能な岩

時の締固め回数

どのようなデータ

験施工を実施し

決定する。 
岩塊材料の場合

数を決定する。 

タを利用します

し、締固め回数

合、締固め回数

すか？ 

数（回）と締

数（回）と表



 

４. 盛土

４.１ 

４.

記号

質問者

質問：

回答：

【補足

※ 実

で

 

 

４.２ 

４.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

 

土施工 

施工範囲の

１.１ デー

号 ﾃﾞｰﾀ

者分類 利用

Ｑ 施工

Ａ  施
 施

際

 各

説明】 
実際の施工では

で施工箇所の整

日々の施工

２.１ 締固

号 品質

者分類 利用

Ｑ 締固

か？

Ａ ・ 締

来

・ ま

点】 

のデータの作

ータの種類 

ﾀ作成 － 

用者 

工範囲データと

施工範囲データ

施工範囲データ

際に移動して設

各メーカで手法

は、施工範囲が

整理をする際に

工管理 

固め回数以外

質管理 － 

用者 

固め管理回数管

？ 
締め固め回数管

来と変わりません

また、日々の材料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

作成 

① 

質問種

は、どのようなデ

タの作成手法に

タは、盛土のエリ

定する仕組みや

が異なるので、

が少しずつラップ

に便利です。

外に必要な品

④ 

質問種

管理を導入して

管理は、あくまで

ん。 
料確認として、含

13 

種別 基礎知識

データかを教え

に制限や決まりは

リアを囲む平面

や、CAD などの

マニュアルを参

プしています。あ

質管理 

種別 留意点

ていますが、シス

で回数のみの管

含水比の管理を

識 

えてください。

はありません。

面座標です。シス

の平面図から抽

参照してください

あらかじめ施工

ステムの出力結

管理です。撒き

を行うことが規程

ステムによって

抽出して入力す

い。 

工範囲を工区で

果以外に日々

きだし厚さ管理や

程されています

は、作業前にエ

する物などがあり

で分割する等して

の管理項目は

や材料管理の結

す。 

エリアを実

ります。 

ておくと後

不要です

結果は従



 

４.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

４.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

 

４.３ 

４.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

 

２.２ 回数

号 品質

者分類 利用

Ｑ 締固

ます

Ａ 回数

点】 

２.３ RTK

号 品質

者分類 利用

Ｑ 締固

うに

Ａ ・ 

・ 

点】 

帳票の出力

３.１ 締固

号 品質

者分類 利用

Ｑ 締固

か？

Ａ ・ 締

点】 

数管理で管理

質管理 － 

用者 

固め管理回数管

すか？ 
数管理による管

 
 

K-GNSS が F

質管理 － 

用者 

固め管理回数管

対応すべきです

締固め回数管

ています。FI
締固め回数管

 

力 

固め回数に関

質管理 － 

用者 

固め管理回数管

？ 
締め固め回数管

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

理できない箇

④ 

質問種

管理を導入して

理ができない場

FIX 解を得ら

④ 

質問種

管理を導入してい

すか？ 
管理要領では、

IX 解が得られな

管理が実施でき

関する帳票 

④ 

質問種

管理を導入して

管理では、帳票

14 

所の対応 

種別 留意点

ていますが、回数

場合は従来手法

られない場合

種別 留意点

いますが、衛星

走行軌跡は F
ない場合は作業

きない箇所にお

種別 留意点

いますが、シス

に記載すべき項

数管理が適用で

法による管理を併

合の対応 

星状況の不備に

FIX 解が得られ

業を中断し、測

おいては従来手

ステムの出力帳票

項目を規定して

できない場所や

併用する。 

によりFIX解が得

れている場合の

位精度が回復

手法による密度管

票で記載する項

ています。 

やその場合の対

得られない場合

のみ記録される

復後再開して下さ

管理を行って下

項目にルールは

対応はあり

合はどのよ

こととなっ

さい。 
下さい。 

はあります



 

４.

記号

質問者

質問：

回答：

【留意

※ 締

め

 

 

３.２ 締走

号 品質

者分類 利用

Ｑ 締固

Ａ ・ 締

必

 

点】 
締め固め履歴デ

め、適宜発注者

走行履歴ファ

質管理 － 

用者 

固め管理回数管

締め固め回数管

必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

データについて

者に確認するこ

イル 

④ 

質問種

管理を導入してい

管理では、ログフ

ては標準化が検

とをお奨めしま

15 

種別 留意点

いますが、シス

ファイルの提出

検討中です。標

ます。 

ステムのログデー

が規定されてい

準フォーマット

ータを提出する必

います。ログファ

での提出が追加

必要があります

ァイルには以下

加される可能性

すか？ 

下の項目が

性があるた
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